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1.　研究目的
我が国における管楽器の演奏の指導は，ある程度の
水準を超えた奏者であっても経験による漠然とした感
覚で指導してきたのが現状であるように思われる。例
えば，金管楽器の演奏時における呼吸法は，日常におけ
る呼吸運動とは異なり，初心者への指導が困難となっ
ている。初心者の呼吸法を観察してみると，浅い呼吸
運動や金管楽器演奏に必要とされる「腹の支え」注*, 1–4)
が用いられないまま唇に無理な負担のかかった演奏を
行っていることが多いようである。このような演奏で
は，音色，音量の幅広さ，音程などに多大な影響を及
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Abstract: Currently, teaching wind instruments in Japan seems to be based on a vague senses of the 
instructor from his or her own experience, even with players of above a certain level. For instance, 
instructing breathing method for playing brass instruments becomes challenging when teaching 
beginners, as the respiratory motions are diﬀ erent to that of daily life. When observing the beginners’ 
breathing, they were only playing with shallow breathing or with unwanted stain on their lips due to a 
lack of abdominal support (Note: 1, 2, 3, 4) required for performing brass instruments. This would not 
lead to an ideal performance, as it could give signifi cant impact on the pitch, width of the volume and 
tone. If the players are taught the basics properly at an early stage to meet the playing methods suited to 
the characteristics of the instrument, the probability of encountering the “stumble at beginner’s level by 
breathing” is mitigated to a great extent.
However, breathing methods for wind instruments, especially brass, are taught diﬀ erently according 
to the subjective of the individual instructor. While negative comments are hardly said regarding the 
importance of such teaching method, no particular consensus has been reached so far.
Considering the above, the author believes that teaching the physical structure and functions, particu-
larly the knowledge about respiratory motion when playing instruments is essential among them, and is 
keenly aware of the necessity of instructing in an objective way, as opposed to a subjective point of view.
Therefore, as a part of instructing brass instruments, this study was conducted to review the 
challenges faced when teaching breathing techniques in various fi elds, targeted at students belonging to 
wind instrument clubs and beginners of amateur wind instrument players. The examples were as 
follows: a) in a lesson by a professional brass instrument player, b) in school education (junior high and 
high schools), c) analysis by a teacher who majored in vocal music regarding incidents in schools where 
he taught. Additionally, the study is aimed for instructors to understand the breathing methods includ-
ing its mechanism, to establish an approach that can be utilized when teaching their students.
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ぼし，理想的な「良い演奏」に繋がることはない。楽
器演奏に取り組み始めた初期の段階で，基礎を正しく
教示され，楽器の特性に合った演奏方法に出会えば，
「呼吸による基礎レベルでのつまずき」に遭遇する確率
は，大いに軽減される。楽器演奏時の口唇とその周辺
の活動をアンブシュア（embouchure）と言うが，小
浦は，これらの動きを客観的に捉えるため，金管楽器
奏者の動作分析を行い，下顎の運動，マウスピースの
押しつけ力，口唇周囲の筋緊張，頬内側と歯列間の接
触圧力分布について検討している 5)。
しかし，管楽器，特に金管楽器の演奏時における呼
吸法に関しては，個々の指導者の主観的な観点からの
指導がなされ，その指導方法の重要性について否定的
な意見が出たことは殆どないにも関わらず，一致した
見解には達していない。
このような状況から，著者は，演奏時における指導
上の留意点として，身体の構造と機能，その中でも呼
吸運動に関する知識が不可欠と考え，感覚的（主観的）
な指導から客観的な指導の必要性を痛感している。
そこで，本研究は，金管楽器演奏時の指導上の一環
として，学校吹奏楽部の生徒や初級アマチュア管楽器
奏者を対象に，現在の様々な指導現場で呼吸法を指導
する際に実際に起こっていた問題事例，a．プロ金管楽
器演奏者によるレッスンでの事例，b．学校教育にお
ける事例〈中学・高等学校〉，c．声楽専攻だった教員
が顧問の学校での事例について分析し検討を加えた。
さらに，指導者が呼吸のメカニズムを含め呼吸法を理
解し，対象者に対し指導の際に活用できるような一手
法を確立することを目的としている。
2.　方　　法
1） 調査日時：2012年 3月中旬に実施した。
2） 対象：中学校と高等学校でホルン演奏を行う中学
生 9名（男子 4名・女子 5名），高校生 10名（男
子 5名・女子 5名）ある。
3） 方法：ホルンパートに対して下記の①のⅰ）～ⅲ）
の順に指導を 1日実施し，レッスン後に質問紙法
によるアンケートを実施した。
①呼吸指導法
ⅰ）呼吸器の生理的システム：呼吸による横隔膜の動
きに関して，腕を身体の腹部に対して水平にあて
て，腕を上下させることにより横隔膜の動きを疑
似的に体験させる方法を教授する。次いで，腹式
呼吸法の成功例として，3-② -2）にて記述してあ
るように，上体を下方へ曲げ吸息運動を行った時
の内臓の動きを実感させるなど，呼吸動作をジェ
スチャーなどの教授法に加え，生理解剖図を提示
するなど，視覚的情報を提供し説明をした。
ⅱ） 言語的教示（言葉掛け）：上記ⅰ）の生理的知識や
手法を基本に，実際に楽器を持ってのレッスン時
において，呼吸動作のイメージの共有化を図る。
統合的な呼吸動作を習得させるためにフィード
バック方式を用い，例えば最初は，「ピンポン玉大
の空気の玉をつま先まで一気に落とすように」「口
を横に広げて吸うのではなく，縦に吸い込む感じ」
というように，吸息の導入をイメージさせる。何
度か回数を重ねる中で，「息を吸いこんだら上半身
が持ち上がってしまうかのように」「身体全体が下
から順に膨らむように」と，吸息運動後の身体の
状態のイメージを持たせる。このように，生徒が
呼吸動作時の唇の動き，横隔膜や胸郭の動き方に
加え，空気の流れや空気圧の調整法を，納得し理
解するまで反復して言葉を掛け続ける。
ⅲ） 呼吸の仕方：上記ⅰ），ⅱ）を基本とし，生徒が胸
式呼吸になってしまっている時には，腹式呼吸と胸
式呼吸の有効性や効率の違いから，いかに腹式呼吸
が重要かを強調しイメージ化させる。そのために，
ヒトの日常生活での呼吸は上体が起きている時に
胸式呼吸，仰向けに寝転がっている時は腹式呼吸を
自然に行っていることを説明し，吹奏時の呼吸と
の違いを理解させた後に，後述する起立状態での
腹式呼吸の実感を高める呼吸について指導した。
②アンケート：演奏時の自覚症状のアンケート内容は，
ⅰ）これまでに腹式呼吸についての指導を受けたこ
とがあるか。ⅱ）今回の指導を受けて腹式呼吸の概
念に変化はあったか。ⅲ）演奏にて技術が向上した
等の実感が得られたか。また，指導者の指導事例に
ついては，中学校（3名），高校（3名）の指導者と
の面談にて，過去の指導経験などの情報を収集した。
3.　結果及び考察
金管楽器の指導法を見ると，日野は，過去の吹奏法
の問題点に触れながら，金管楽器の演奏法を指導する
際に，奏法行為として，「音の出し方としての言葉」，
「奏者のイメージとしての奏法」，そして，表現・指導
法としての「アンブシュア」，「呼吸法」とに分類し，
呼吸法では鼻と口を明確に区別し練習する必要があ
る。さらに，初期の基礎指導では呼気は鼻が基本であ
るが，吹奏技術が向上すれば口で，さらに口と鼻を自
由に駆使しても良いと述べている 6)。また，小坂は，ア
ンブッシェアやバズィングの指導法から，指導者は奏
法の基本を体系的に理解し適切なタイミングで適切に
指導することの必要性を述べている 4)。
金管楽器の指導法について，著者が経験した指導者
の指導法の実態について取り上げ，さらに，著者が実
施した指導法と指導結果について報告する。
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1）指導者の事例研究
今回は，指導者の指導実態と問題点を把握し，今後
の研究への第一段階としていくつかのケースについて
検討した。下記の a）～ c）は，実際に指導現場で生じ
ている事例とその問題点を挙げ，指導ポイントを考察
する。
a）プロ演奏者によるレッスンでの事例に対する考察
音楽大学を卒業し一般的にプロ活動をしているプレ
イヤーでも，そのレッスン方法が必ずしも体系的に行
われているとは限らない。それまでに多くの演奏経験
やレッスン受講を重ねて来た専門家も，自分自身の経
験やイメージを中心に，理論的考察を重ねていないこ
とから，自分にしか理解できない造語や例え，果ては
擬音で伝えようとし，言葉としての伝達方法が不十分
なことが考えられる。むしろプロ演奏者は，経験を通
して形成されてきた専門性の高い演奏技術や確固たる
イメージが指導法の妨害要因になっていることも考え
られる。
ただ，著者は，音楽や芸術には言葉として表現出来
ないイメージや想いはあって然るべきであるし，それ
らを指導し伝えようとするには，やはり模範演奏や比
喩表現などを提示し，模倣させるという指導も上達の
早道であるとの考え方や指導方法について，否定して
いるわけではない。楽器の最も初期で習得するべきで
ある基本的な吹き方，特に呼吸法などは，指導者が理
論に基づいて筋道を立てて説明することが出来なけれ
ばいけないとの考えから，管楽器初心者に必要な早期
指導であると考えている。
b）中学・高等学校での事例に対する考察
学校吹奏楽部の顧問や指導者の実態をみると，音楽
を専門としているが管楽器演奏を学んでこなかった
り，若しくは専門が音楽以外の教員が指導するなど指
導者もその指導形態も実に様々である。
ⅰ） A中学校では，教則本に基づき腹式呼吸について，
新入部員に上体起こし 50回を課す指導が行われ
ていたケースがあった。呼吸法を意識するあまり
肺活量の増強に目が向いてしまったようである。
しかし，腹筋を鍛えることによって肺活量は増加
しないし，肺活量が増加することと酸素の摂取効
率とが比例する訳でもなく，腹筋強化運動をする
ことで管楽器演奏にメリットは殆どなく，肺機能
をどれだけ活かすことができるかが問題である。
ⅱ） B中学校では，腹部を膨らませる事が重要とされ，
椅子に着席した状態で吸気時に体を極端に折り曲
げてから一気に腹式で吸息し吹奏するといった指
導が行われていた。結果として楽器を吹く姿勢にま
で影響が出る指導をしているというケースがある。
確かに腹式呼吸は腹部が膨らむのだが，膨らまし
たから良い音が出るわけではなく，その前後の流
れが重要なのである。
c）声楽専攻卒顧問の事例に対する考察
声楽専攻卒の顧問は，音楽教育のカリキュラム単元
の中で，腹式呼吸について少なからず指導や教授を受
けているはずであるが，楽器の音源（振動体）の特異
性や声楽での呼吸法を中心に指導するなどの問題点が
見受けられたケースである。
このケースでは声楽と金管楽器での発音機能（音源・
振動体）の特異性や指導法の違いによって生ずる問題
である。例えば，吸息運動時にマウスピースがあるこ
とを，呼息時には唇を閉じることが意識されていない
場合があったり，歌の発声のみを意識した呼吸運動の
説明や指導を行うと，楽器から返る空気抵抗に対応で
きなくなってしまう場合などがある。指導者は自分の
専門性の違いを意識し指導する必要がある。
この様に指導者がその間違いに気付かないままに指
導が続けられて，多くの生徒は楽器演奏がなかなか上
達せず，演奏する楽しみを見つけられないまま部活動
を引退してしまう要因となっている。
確かに抽象的な説明で生徒自らの理解を促す指導も
必要である。だが問題は，理論立てて説明された方が
理解の早い生徒がいるということ，それに気付かずに，
自己流の指導法や精神論を唱え続ける指導者がいると
いう事である。指導者は，生徒の技術や知識，動機の
強弱，性格などから，どの様な特性を持った生徒なの
かそのタイプを見分け，柔軟に対応する事が出来るべ
きである。
2）呼吸の指導法
筆者自身はホルン奏者であるが，マーチ曲などを演
奏しているときに呼吸運動の重要さを実感出来る瞬間
が多く訪れる。例えば，最初に長いフレーズを演奏す
るための深く吸息運動を行い，その後は暫く吸気を行
えないまま一定の間隔で後打ちの音符を吹き続けなけ
ればならないことがある。
この時プロであれば短い間隔で十分な吸息運動が行
えるが，初級者だと緊張も相まって息が出来ずに苦し
く，意識が朦朧としてくる。この様に呼吸が多くなる
と血中の二酸化炭素が減りすぎて，さらに呼吸が乱れ，
空気が吸い込めないような苦しさ（空気飢餓感）を感
じ，手足のしびれ感や意識がボーッとするなど，いわ
ゆる過呼吸症候群の様な症状があらわれることがあ
る。例えば，G.マーラーの交響曲などでフォルティシ
モを長く吹き続けていると，プロでも起こりうる現象
である。この様に管楽器を間違った呼吸運動の中で演
奏するということは，生体に対して悪影響を及ぼすも
のと考えられる。指導者はこのような面も知り，フレー
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ジング等に配慮する必要がある。
演奏すると言う事は感情表現である。良い表現は良
い発声により伝わり，良い発声をするためには良い呼
吸法を知っていなくてはならない。
平生指導者は何らかの形で常に自ら発信をしている
が，良い発声ではない即ち受信する側にとって心地の
良くない声であるがために，言葉は同じでもうまく伝
わらないことさえある 7)。
良い音を出すには良い息を吐かなくてはならない。
良い息を吐くためには良い息を吸わなくてはならない。
以下，指導手順について述べる。
①第一段階
楽器の構造と奏者との関係を理解させることから始
める。その理由は，多くの生徒や初心者は一流の演奏
者のイメ－ジを抱き，感性的な興味が動機となってい
ることが考えられるからであること。しかし，そのた
めには指導者の資質と，本人が継続したいと言う動機
付けが必要である。初心者の演奏を続けたい言う動機
付けを持続させる一つの要因が指導者の指導法にある
と考えられる。
このためにも下記のことを前提に指導を行う必要が
あると考えられる。
ⅰ）演奏者と楽器との関係を理解させることである。
金菅楽器は木管楽器とは異なり，音源は唇が振動
体となり，音階も奏者の身体操作の技術にゆだね
なければならない。つまり，「奏者と楽器」を楽器
全体としてのイメージ作りが必要である。
ⅱ）演奏技術を習得させるためには，楽器の構造を理
解させる。
ⅲ）腹壁筋の収縮によって横隔膜が挙上させることで
呼息運動が生じ，横隔膜が下がり外肋間筋の収縮
により吸息運動が生じることなど，呼吸器官のメ
カニズムや構造，口筋や呼吸筋の作用など生理的
知識を理解させる。
②第二段階
奏者が上記①のⅰ）～ⅲ）のような知識を修得した
ことを前提に，以下のような技法で指導を行うことが
必要と考える。
ⅰ） 起立状態で肩幅程度に足を開き，動きを理解させ
るため腹壁（腰あたりに親指を背中側，その他の
指を前腹部）に手を添える。
ⅱ） 上体を下方へと曲げ，一旦息を出し切る。その後
に腹部まで息を入れるようにイメージし，そのよ
うに吸う。その際，口を横に開いて吸うのではな
く，喉の奥の方を意識して縦のイメージで吸うと
より良い。
ⅲ） すると添えていた手が，腹壁が膨らむことによっ
て押し出されるように連動して動く。
ⅳ） ある程度膨らんだところで息を止め，ゆっくり上
体を起こしてやると，腹直筋に負荷を感じること
が出来る。
この様な手法により，腹式の吸息運動を習得させる
ことが出来る。この時係る負荷こそが，ある程度の水
準以上の奏者が常に演奏に必要としている「腹の支え」
である。
③第三段階
演奏時の呼吸に関して，鼻で吸息運動を行うことを
推奨している説もある 5)。しかし，鼻だけを意識するの
は危険だと著者は考える。鼻で吸うことも腹式呼吸の
成功時の感覚修練にはなるが，実際の演奏時には口で
吸うよりも取り込める空気の量は少なく，フレーズ途
中の呼吸としては時間が掛かりすぎるので実用的では
ないと考えられる。しかし，口と鼻との呼吸法は，初心
者には難しいが，将来的には必要な呼吸法で状況によっ
て使い分けることを習得する必要があると考える。
④第四段階
次に意識させたいことは，胸郭の拳上である。
ⅰ） 管楽器演奏に必要となる「腹の支え」とは，吸息
後に身体の内側方向に圧力をかけるようにして腹
直筋辺りに力を入れる。
ⅱ） それに対して反射運動である横隔膜の上昇する動
きに伴う呼息によって係る外側へ向かう圧力との
拮抗で形成される。
ⅲ） その際，身体の内圧を自覚するために胸郭の拳上
による呼吸（胸式呼吸）も行う。
ⅳ） 肺尖にも空気が詰まっているような感覚を意識する
ことで，より内圧の高まりを感じることが出来る 7)。
この「腹の支え」は，その 1フレーズを演奏する際
の息を制御し，音色・音量・音程をコントロールする。
また，最初のステップとして正確に多量の空気を取
り込む事に成功していても，普段の生活の通りに吐き
出してしまうと持続性はなく音色も著しく損ねる可能
性が考えられる。また，過度に吸い込んでしまうと，
余分な負荷が身体にかかり，逆に呼息に上手く繋がら
なくなってしまので，演奏時に適当なところで制御す
ることも忘れてはならない。この技術の習得は，あま
り時間の掛かることではないが，生徒が感覚を掴む，
若しくは掴めそうな兆しが認められない場合は，次の
ステップに進むことは望ましくない。
つまり指導者は，生徒に楽器を構えた状態から上記
の指導の結果と同じになるように吸息運動と呼息に至
るまでの，経過を意識させる必要がある。それは腹式
から胸式の順で，肺低から肺尖まで空気を入れるとい
うイメージを正しく説明し，共に実践し生徒がそれを
掴むまで初期段階で根気よく向き合ってやることが大
切な場合がある事を理解しなくてはならない。
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また，吸息時に「絶対に肩を上げてはならない」と
いう説が以前から唱えられているが，吸息の終盤で肩
が動きを見せることは間違いではないと著者は考え
る。正しく腹式呼吸から始められているかどうかが，
生徒が演奏を続けるか，演奏力が向上するかの分かれ
道ではないかと考える。
正しい呼吸運動と「腹の支え」とは強い関連性があ
るにもかかわらず，「腹の支え」と呼吸との関係を重視
しない指導者を見かけるが，著者は，第四段階の指導
の経緯が重要だと考えている。
⑤第五段階
次に，管楽器演奏にとって上記の第二段階から第四
段階の吸息運動が良い形で終わる演奏法を習得した後
の指導法について論じる。
腹筋の辺りに力を入れるようにするが息は出て行か
ないようにする手法である。この段階の力を入れる箇
所のイメージは，気功の世界などで言われる「丹田」
で，場所はへその下部と言われている。しかし，多くの
指導者は，「丹田」の場所を体表（皮膚）のへその下を
意識してしまうと違う筋肉が活動してしまう事である。
ⅰ）本来，「丹田」は身体真芯，中央部にあると言われ
ている。つまり，その丹田へ向けて腹壁をへこま
すように力を加えるのである。
ⅱ）その結果，横隔膜の下から圧力をかけ，普段反射
で行われる呼息運動を制御することが出来るので
ある。この制御法を用いて息の量・スピードを調
節しながら呼息を行うことで，唇を経て音が発生
するのである。
しかし，全ての音域や音量を第四段階の調節法で行
うことは難しい事もではあるが，「丹田」を意識する事
での演奏時における指導や効果は，更に研究していく
ことでより良い指導法に繋がるであろうと期待される。
以上のことにより，管楽器演奏時の良い呼吸法を筋
道立てて説くことが，楽器を始めたばかりの生徒や，
十人十様の幅広い悩みを持ったレッスン受講者に対し
て，それぞれのタイプに合わせた，より早い解決法を
示すことが重要なことである。
3）客観的指導法
最後に客観的指導について論じる。指導方法の 1つ
にフィードバック方式がある。世川らはホルン演奏時
の口腔内圧と呼出速度との音階との関係の研究の中
で，口腔内圧と呼出速度の変動を高感度センサーを用
いペン書きレコーダーで記録している 9)。このような
記録システムを導入することで，演奏直後に空気の流
れや速度を視覚的に捉えることができようになる。つ
まり，奏者は自分が演奏した時の空気の流れや速度の
変動結果をすぐに知ることが出来，直ちに口唇，横隔
膜，腹筋等の運動感覚の正誤を認識することができ，
コントロールが可能となる。
このようなフィードバック方式の指導法を導入する
事により，より客観的な指導が可能となり，最近の IT
の発達により，例えば，i-phone等を使用した簡易的
な計測プログラムが開発されれば，指導現場への導入
も遠いことではないのではと思われる。
指導者と奏者との情報の流れを考えると，指導者の
適切な情報を提供し指導する。⇒演奏者がその情報を
解釈し演奏する。⇒演奏者の演奏結果（曲）を確認・
修正（強化）する。⇒指導者により再指導⇒演奏者が
解釈し演奏⇒曲が完成すると言う情報サーキットが考
えられる。いわゆるPDS（Plan-Do-See）やPDCA（Plan-
Do-Check-Action）言われる手法で，演奏者の主体性
も考慮しなければならない。しかし，初心者は大抵の場
合発信者の模倣から知識や技法を習得しようとする。
つまり指導者が正しい呼吸を理解していないと，管
楽器演奏において最も初歩であり根幹の部分を指導す
ることが出来ないということに繋がり，さらに，生徒
たちの理解力も確認する必要がある。
また上述の通り，楽器を吹く行為自体が随意に行う
呼吸運動となるため，自然な運動に逆らった運動であ
るという面も指導者は知っておかなくてはならない。
Aという曲を演奏する際に，自身の想像によりブレ
スを指定する指導者も多いが，精神論だけではなくそ
の曲のフレーズ，その人に応じたブレスが必要である
ということを知っておかなくてはならない。
素晴らしい演奏をするかもしれない演奏者を，指導
者自身の手で失敗を招く事にもなり兼ねないからであ
る。自然な平生の生活での呼吸と随意の呼吸，その折
衷をうまく取り，指導していくことが重要である 2)。
4）アンケート結果
著者が吹奏楽部ホルンパートの初心者に対して，演
奏時の呼吸法について，上記の手順で指導した後のア
ンケートから見ると以下の様な結果であった（図参照）。
①呼吸法の指導の有無：現在までに楽器を演奏する
際，指導者からの呼吸法の指導経験の有無を見ると，
「指導を受けている」との回答した中学生，高校生は，
ともに 100％であった。②今回の指導の成果として，腹
式呼吸の考え方の変化について見ると，「変化した」と
回答した中学生は 7名（78％），高校生は 9名（100％）
であった。「いいえ」と「わからない」の回答は中学性
がそれぞれ 1名（11％）であった。③今回の指導の成
果として，演奏方法の改善について見ると，「改善され
た」と回答した中学生は 9名（89％），高校生は 9名
（100％），「わからない」は中学性 1名（11％）であっ
た（図 1）。
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以上の事から，今回の結果から，著者の指導法に対
し，生徒たちは「良い成果が得られた」との結果を得る
ことが出来た。しかし，経験年数による影響など，今
後，症例数を増やし，再検討する必要性が示唆された。
④アンケート結果から演奏時の身体使用法のイメー
ジについて検討した。
ⅰ） 中学生の特徴：中学生は頭では理解できているが，
恥じらいなども手伝ってその表現の仕方が小規模
なため大きな成果が出なかったものと考えられ
た。著者の観察によると，吸息運動時において管
楽器向きの呼吸を中心に空気の吸入を試みている
ように思われた。しかしその結果，対象者の身体
能力を考慮しなかったことなどが見受けられ吸息
時間が短縮し演奏がうまくいかなかった原因と考
えられた。また，知識不足な点も見受けられ，理
論どおりの言葉はやはり理解はしにくいようであ
り，噛み砕いた比喩表現などで何回も動作を繰り
返し習得させるに至った。
図 1 初心者の呼吸指導時のアンケート結果
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ⅱ） 高校生の特徴：高校生男子らは身体機能をある程
度理解しているため，身体の使い方に関するイ
メージは掴みやすいようであり，短時間で多量の
空気を吸入できたものと考えられた。また，高校
生の方が中学生よりも演奏時における呼吸法につ
いての説明に対しての理解力により，従来までの
呼吸法との相違が明瞭になったことが演奏に影響
を及ぼしたものと推察された。
どの年齢・環境で管楽器を吹いていても共通して
いたのは，これまで呼吸法についての具体的な指
導を殆ど受けていなかったことが現状のようで
あった。
ⅲ） アンケート結果：呼吸指導実施後に「呼吸に対し
ての価値観が一新した」との回答は中学生は 9名
（89％），高校生は 9名（100％）であるが，具体的
な回答を見ると「考えていた腹式呼吸とは全然違
うやり方でした」，「より自分のからだが広がった
気がしました」，「からだを使っているという感じ
でした」，「ホルンとはこのようにして吹くものな
んだと再認識させられました」，「具体的に自分が
呼吸機能を理解することでこんなにも楽に楽器が
吹けるとは思っていませんでした」（以上原文引
用）と自覚症状を訴える例が幾つか見受けられた。
4.　まとめと今後の展望
学校教育で実施されている金管楽器演奏時の指導の
実態について問題点を把握し，その問題点を考察し，
著者の体系的な呼吸指導法を実施し，その成果と問題
点を検討した。学校教育や専門家の指導については，
指導者のそれぞれの専門的な知識やイメージ，演奏法
が初心者の指導の際，マイナス要因となっていること
が示唆された。初心者・初級者への呼吸指導について
呼吸運動に伴う生理的メカニズムの知識を理解させ
る。口唇と呼吸との連携運動を習得させるために，見
本となる演奏技法を模倣させる。その際，指導者は技
法や言葉掛けなども含め，指導手順を体系的に理解し，
初心者の特性に合わせ指導プログラムを調整する必要
がある。
著者は，以上の指導観点から 5段階に体系化し直し
た呼吸指導プログラムを実施したことで，その成果を
上げることが出来た。
しかし，今回は，指導例や客観的データ数も少なく，
管楽器演奏における「丹田」の作用についても研究を
深める余地がある。また，より客観的な指導法の 1つ
として生理学や工学的技法を導入，フィードバック法
を用いる必要性を感じた。さらに，生徒の吹奏活動の
成果や評価を指導者のみならず生徒自身も把握できる
ように，いわゆるポートフォリオ評価法を導入し，よ
り客観化するための評価対象や基準化など今後の検討
課題である。今回の結果から，さらに多角面からの音
楽様式による研究を行い，クラシック演奏に帰結する
ような音楽全体に影響のある管楽器初級者への指導法
を導き出していきたいと考えている。
5.　注　　釈
* 「腹の支え」については「横隔膜の支え」「息の支え」
等，様々な表記で記されることがあるが，全て類義
である。
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